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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費増税に伴う駆け込み需要の反動が徐々に和らぎ、雇用・

所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調が持続しております。道内の経済においては、住宅投資の減少、電気料

金の再値上げや大雪等の影響で景況感は低下しましたが、観光は堅調に推移し、民間設備投資や個人消費に持ち直

しの動きが見られます。 

このような経営環境のなか、当社グループは、地域に密着した営業活動を積極的に展開するとともに、収支改善

や経営体質の強化等に取り組んでまいりました。 

当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高27,061百万円（対前年同期比5.2％増）、営業利益418百万円（同

20.5％減）、経常利益529百万円（同16.3％減)、四半期純利益324百万円（同16.1％減）となりました。 

事業別の業績は、次のとおりであります。 

 

①旅客自動車運送事業 

乗合運送事業は、札幌市内線における利用者増加に対応した運行便数の増回、都市間高速バスの一部路線におけ

る女性専用車の運行、定期観光バスにおける外国人利用客の増加に対応した受け入れ体制の拡充等、様々な需要喚

起策を積極的に実施いたしました。また「お客様ご意見・ご要望デスク」に寄せられた意見等を踏まえた利便性向

上に向けた取り組みに引き続き努めました。これらのほか、消費増税に伴う乗車券の駆け込み購入の反動減、プリ

ペイドカード乗車券等の発売終了の影響による減収があったものの、燃料価格高騰等による都市間高速バスの利用

者増、小樽市敬老優待乗車制度の事業者負担の軽減等により、増収となりました。 

貸切運送事業は、減車による減収の影響はありましたが、料金値上げ交渉の効果や長期契約が増加したこと等に

より、前年同期並みの売上高を確保しました。 

この結果、売上高は15,833百万円（対前年同期比0.2％増）、営業利益は348百万円（同23.2％増）となりまし

た。 

なお、貸切運送事業は、通常の営業形態として夏期が繁忙期であるため、第１四半期及び第２四半期の売上高が

他の四半期に比べて高くなる季節的変動があります。 

 

②建設業 

受注高では民間工事で大きく減少しましたが、繰越工事の進捗により完成工事高は増加しました。 

この結果、売上高は7,704百万円（対前年同期比24.7％増）となりましたが、受注競争の激化により利益率が低

下し、営業利益は109百万円（同31.0％減）となりました。 

 

③清掃業・警備業 

清掃業・警備業は、新規契約の獲得等により増収となりました。 

この結果、売上高は2,004百万円（対前年同期比0.7％増）となりましたが、人件費の増加等により、営業利益は

57百万円（同0.3％減）となりました。 

 

④不動産事業 

不動産事業は、テナントの解約等により賃貸収入が減少しました。 

この結果、売上高は639百万円（対前年同期比0.4％減）、営業利益は263百万円（同5.0％減）となりました。 

 

⑤観光事業 

ニセコアンヌプリ国際スキー場は、夏期間は営業日数の増加により利用客が増加し、冬期間は天候に恵まれスキ

ー客が増加しました。小樽天狗山スキー場は、外国人団体客の来場やイベント開催効果により、利用客が増加しま

した。加えて、冬期間はスキー客が増加しました。ホテルニセコいこいの村は、個人宿泊客は増加しましたが、団

体宿泊客は減少しました。 

この結果、売上高は367百万円（対前年同期比3.5％増）となりましたが、スキー場施設の大型補修の発生によ

り、377百万円の営業損失（前年同期は267百万円の営業損失）となりました。 

なお、当セグメントは、スキー場の営業が冬期間中心であるため、第４四半期の売上高が他の四半期に比べて高

くなる季節的変動があります。 

 

⑥その他の事業 

飲食業は、消費増税による消費の冷え込みや天候不順の影響等により、減収となりました。介護福祉事業は、平

成26年１月から運営を開始した複合型サービス事業所の収益が寄与し、増収となりました。旅行業は、営業所一店

舗を廃止したこと等により、減収となりました。 

この結果、売上高は2,772百万円（対前年同期比1.6％減）となりましたが、減価償却費の減少等により、営業利

益は17百万円（同20.1％増）となりました。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直した結果、退職給

付見込額の期間帰属方法については、期間定額基準を継続適用し、割引率の決定方法については、退職給付の支払

見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 なお、これによる期首の利益剰余金及び損益に与える影響はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 8,041,506 6,555,253 

受取手形及び売掛金 3,929,278 3,975,180 

有価証券 100,000 899,826 

原材料及び貯蔵品 173,186 157,340 

未成工事支出金 34,712 314,196 

その他 880,289 919,498 

貸倒引当金 △3,815 △2,891 

流動資産合計 13,155,158 12,818,404 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 19,250,692 19,467,712 

減価償却累計額 △14,470,196 △14,687,126 

建物及び構築物（純額） 4,780,495 4,780,585 

車両運搬具 24,405,354 24,774,638 

減価償却累計額 △20,693,613 △20,445,041 

車両運搬具（純額） 3,711,741 4,329,597 

土地 10,699,930 10,701,805 

その他 4,361,849 4,382,785 

減価償却累計額 △3,803,502 △3,814,299 

その他（純額） 558,347 568,486 

有形固定資産合計 19,750,515 20,380,474 

無形固定資産 115,937 146,650 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,482,781 4,592,544 

その他 410,408 462,481 

貸倒引当金 △27,023 △35,474 

投資その他の資産合計 3,866,166 5,019,551 

固定資産合計 23,732,619 25,546,676 

資産合計 36,887,778 38,365,080 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,361,697 2,731,186 

未払法人税等 421,255 23,944 

賞与引当金 189,010 92,161 

その他の引当金 4,830 5,482 

その他 3,111,887 4,192,438 

流動負債合計 6,088,681 7,045,214 

固定負債    

退職給付に係る負債 3,029,218 2,908,721 

役員退職慰労引当金 280,884 286,385 

その他 708,080 877,531 

固定負債合計 4,018,183 4,072,638 

負債合計 10,106,864 11,117,852 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,100,000 2,100,000 

資本剰余金 751,101 751,101 

利益剰余金 24,554,783 24,733,609 

自己株式 △1,182,709 △1,184,261 

株主資本合計 26,223,174 26,400,448 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 712,794 980,167 

退職給付に係る調整累計額 △323,717 △285,414 

その他の包括利益累計額合計 389,077 694,752 

少数株主持分 168,661 152,026 

純資産合計 26,780,913 27,247,227 

負債純資産合計 36,887,778 38,365,080 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 25,715,178 27,061,678 

売上原価 23,476,453 24,905,034 

売上総利益 2,238,724 2,156,644 

販売費及び一般管理費 1,712,375 1,738,171 

営業利益 526,349 418,472 

営業外収益    

受取配当金 43,342 58,365 

持分法による投資利益 15,619 15,586 

その他 52,377 45,738 

営業外収益合計 111,339 119,689 

営業外費用    

貸倒引当金繰入額 5,215 8,851 

その他 62 60 

営業外費用合計 5,277 8,912 

経常利益 632,411 529,249 

特別利益    

固定資産売却益 9,427 20,704 

その他 669 9,270 

特別利益合計 10,096 29,975 

特別損失    

固定資産除売却損 16,010 46,988 

その他 33,139 7,661 

特別損失合計 49,150 54,650 

税金等調整前四半期純利益 593,357 504,574 

法人税、住民税及び事業税 314,038 196,040 

法人税等調整額 △90,386 462 

法人税等合計 223,652 196,503 

少数株主損益調整前四半期純利益 369,704 308,071 

少数株主損失（△） △16,776 △16,134 

四半期純利益 386,480 324,205 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 369,704 308,071 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 457,221 267,391 

退職給付に係る調整額 - 38,302 

持分法適用会社に対する持分相当額 184 △18 

その他の包括利益合計 457,406 305,675 

四半期包括利益 827,110 613,746 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 843,886 629,881 

少数株主に係る四半期包括利益 △16,776 △16,134 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日) 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結
損益計算書

計上額 
（注２） 

 
旅客自動車
運送事業 

建設業 清掃業・ 
警備業 

不動産事業 観光事業 その他の 
事業 

合計 

売上高                  

外部顧客に対する 
売上高 

15,760,733 7,322,139 1,276,369 409,767 360,173 1,932,495 27,061,678 － 27,061,678 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 72,389 382,567 727,951 230,188 7,473 839,916 2,260,487 △2,260,487 － 

計 15,833,122 7,704,707 2,004,321 639,956 367,647 2,772,411 29,322,166 △2,260,487 27,061,678 

セグメント利益又は 
セグメント損失(△) 

348,432 109,927 57,229 263,492 △377,127 17,225 419,180 △707 418,472 

(注)１ セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。

  ２ セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しておりま

す。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。
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